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少子化や子どもの貧困等の問題が全国的に深刻化・顕在化していく中、本調査は、本市における

子どものいる家庭の生活状況や子どもの様子、子育ての悩みや困りごと等の実態を把握することを

目的に実施しました。 

［対象者と回収状況］ 

調査は、平成 29 年 10 月に市内の小学校５年生 992 人、中学校２年生 965 人を対象として、“保

護者向け調査”及び“子ども向け調査”の２種類で実施しました。 

回収した調査票は、保護者向けと子ども向けを併せて 1,892 件（世帯）で、回収率は保護者向け

が 86.7％、子ども向けが 96.1％でした。 

３つの指標に基づく世帯の類型化 

本調査では、“等価世帯年収指標”“剥奪指標”“困窮指標”の３つの指標に基づき、“生活困窮”

の視点からの世帯の類型化を行いました。 

［等価世帯年収指標］ 

等価世帯年収指標は、「平成 27 年国民生活基礎調査」による貧困線である 135 万円未満の世帯を

“生活困窮世帯”と判別することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大村市子どもの生活実態調査 集計結果概要 

1.1%

1.7%

2.3%

4.1%

1.2%

3.3%

9.3%

29.2%

14.1%

9.8%

4.7%

19.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

50万円未満

50万円～75万円未満

75万円～100万円未満

100万円～125万円未満

125万円～135万円未満

135万円～150万円未満

150万円～200万円未満

200万円～300万円未満

300万円～400万円未満

400万円～500万円未満

500万円以上

不明

等価世帯年収

資料 ３ 
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［剥奪指標］ 

子どもに関する環境・モノ 18 項目につ

いて、それが“子どもにとって必要であ

るか”、また、“お子さんに与えられてい

るか（与えられそうか）”を伺ったところ、

75％以上の保護者が“必要である”と考

えている環境・モノが５項目あったこと

から、この５項目を剥奪指標として、こ

れらが与えられていない世帯を“生活困窮世帯”と判別することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.2%

0.2%

0.3%

4.3%

0.5%

0.5%

1.3%

6.2%

9.5%

8.1%

10.6%

10.1%

41.9%

33.9%

20.1%

0.6%

1.0%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一日三度の食事

手作りの夕食

必要な時に病院・診療所の受診

絵本や子ども用の本

新しい文房具

季節にあった衣服

誕生日のお祝い

適当なおこづかい

子ども専用の勉強机

子ども部屋

習い事

社会体育・部活動・クラブ活動への参加

携帯電話・スマートフォン

パソコン・タブレット

キャンプなど自然体験活動への参加

遠足・修学旅行等の学校行事への参加

希望すれば高校・高専への進学

希望すれば大学等への進学

お子さんに与えられている環境・モノ

（“与えられていない（与えられそうにない）”割合）
お子さんに与えられていない（与えられそうにない）環境・モノの割合 

剥奪指標 ○ 一日三度の食事 

○ 必要なときに病院・診療所に行く 

○ 季節にあった衣服 

○ 学校行事への参加 

○ 高校・高専への進学 
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［困窮指標］ 

経済的理由による困窮経験を伺った中で、

“必要な食料が買えなかった”等の衣食住に

大きく関わる４項目を困窮指標として、その

経験が頻繁にあった世帯を“生活困窮世帯”

と判別することにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［生活困窮世帯の割合］ 

前掲の３つの指標による世帯の類型化判別を行った結果、小学５年生・中学２年生のいる世帯に

ついて、“生活困窮世帯”の割合が 15.6％、それ以外の世帯が 84.4％となりました。 

なお、類型化を行うための設問への回答がない世帯については類型化ができないため、ここでの

割合はこうした類型化不能の世帯を除いて算出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

剥奪指標

困窮指標等価世帯年収指標

1.0％

（15世帯）

1.3％

（20世帯）

11.0％

（168世帯）

0.8％

（12世帯）

0.4％

（6世帯）

0.7％

（11世帯）
0.4％

（6世帯）

生活困窮世帯：15.6％ 

それ以外の世帯：84.4％ 

困窮指標 ○ 必要な食料が買えなかった 

○ 必要な衣料が買えなかった 

○ 電気・ガス・水道料金の滞納 

○ 家賃・住宅ローンの滞納 

 

 

 

0.8%

1.6%

1.3%

1.3%

1.0%

1.4%

0.0% 0.5% 1.0% 1.5% 2.0%

必要な食料が買えなかった

必要な衣料が買えなかった

電気・ガス・水道料金の滞納

電話料金の滞納

家賃・住宅ローンの滞納

保育料・学級費・給食費・授業料の滞納

経済的理由による困窮経験

（“頻繁にあった”の割合）

〈参考：全国〉 

子どもの相対的貧困率 

平成 15 年：13.7％ 

平成 18 年：14.2％ 

平成 21 年：15.7％ 

平成 24 年：16.3％ 

平成 27 年：13.9％ 

生活困窮世帯 

１５．６％ 
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主な集計結果 

［住居形態］ 

～“生活困窮世帯”では“民間アパート・貸家”が 46.2％と最も多くを占める ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［父親の就業状況］ 

～“生活困窮世帯”では“正社員・正規社職員”が 36.1％とかなり少ない ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.1

29.9

4.2

1.7

21.0

0.1

0.3

10.7

16.0

20.2

17.2

0.4

46.2

0.0

0.0

0.0

40.6

34.9

2.6

2.1

19.3

0.1

0.2

0.3

0 10 20 30 40 50

持ち家（自分所有）

持ち家（家族所有）

公営住宅

社宅（住込みを含む）

民間アパート・貸家

間借り

その他

無回答

全体（n=1,892）

生活困窮世帯（n=238）

それ以外の世帯（n=1,287）

（％）

住居形態

66.9

1.5

0.5

1.0

6.7

0.1

0.3

0.8

22.3

36.1

1.7

1.3

5.0

9.7

0.4

0.4

1.3

44.1

83.8

1.6

0.5

0.3

6.4

0.0

0.2

0.9

6.4

0 20 40 60 80 100

正社員・正規職員

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員

派遣社員

パート・アルバイト

自営業

内職

収入をともなう仕事はしていない

その他

無回答

全体（n=1,892）

生活困窮世帯（n=238）

それ以外の世帯（n=1,287）

（％）（％）

父親の就業状況
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［お子さんの健康状態］ 

～“生活困窮世帯”では“それ以外の世帯”に比べ、健康状態が“よい”世帯が少ない ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［子育てについての心配や悩み事］ 

～“生活困窮世帯”では“それ以外の世帯”に比べ、心配・悩み事を抱えている世帯が多い ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.9

13.6

14.6

0.9

0.2

0.1

10.7

57.6

16.0

23.1

2.5

0.4

0.0

0.4

68.7

14.7

15.4

0.8

0.2

0.0

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

よい

まあよい

普通

あまりよくない

よくない

わからない

無回答

全体（n=1,892）

生活困窮世帯（n=238）

それ以外の世帯（n=1,287）

（％）（％）

お子さんの健康状態

31.9

54.7

37.7

12.9

17.8

11.8

17.4

13.9

1.5

12.3

12.4

70.2

81.1

35.7

22.7

31.5

22.7

34.0

16.0

2.1

5.0

0.8

29.4

58.6

44.1

13.1

17.8

12.1

17.9

15.8

1.7

14.8

1.6

0 20 40 60 80 100

生活費などの経済的な負担

将来的な教育費など

子どものしつけや接し方

子どもの健康状態

自分の健康状態

家事・育児

仕事

周囲との人間関係

その他

特にない

無回答

全体（n=1,892）

生活困窮世帯（n=238）

それ以外の世帯（n=1,287）

（％）（％）

子育てについての心配や悩み事
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［日常生活の中で感じていること（子どもへの設問）］ 

～“生活困窮世帯”の子どもは自己肯定感が総じて低い ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親の学歴と「親の進学見通し」、「子どもの進学希望」について 

○両親大卒の場合では、子どもの進学希

望は“大学”が最も多く 63.3％であ

るのに対し、両親がいずれも大卒以外

の場合では子どもの進学希望は“高校

まで”が最も多く 34.0％となってい

ます。 

○子どもの進学希望は、本来は自らの学

力や将来の夢に基づくものであり、親

の学歴とは無関係であるべきなのに

も関わらず、親の学歴によって子ども

の進学希望にこうした大きな差異が

発生している状況は、長期的には学歴

の連鎖を生み、それが“生活困窮世帯”

そのものの連鎖となる可能性につい

て留意していく必要があります。 

57.8

48.0

16.2

60.7

22.3

52.1

39.2

32.8

29.3

20.8

54.2

43.7

10.1

50.4

18.5

45.8

33.2

31.1

26.5

13.0

59.1

49.8

16.6

64.3

22.5

52.8

39.2

32.4

30.5

22.8

0 10 20 30 40 50 60 70

①努力すれば、できるようになる

②自分の将来が楽しみだ

③自分は価値のある人間だと思う

④自分は家族に大事にされている

⑤自分は友達に好かれている

⑥毎日の生活が楽しい

⑦さびしいと感じることはない

⑧不安に感じることはない

⑨自分はだれかの役に立つことができる

⑩自分のことが好きだ

全体（n=1,892）

生活困窮世帯（n=238）

それ以外の世帯（n=1,287）

（％）

日常生活の中で感じていること（自己肯定感）

＜"そう思う”の割合＞

計 高校まで 大学以外 大学 その他・不明

計（n=98） 100.0% 11.2% 12.2% 63.3% 13.3%

高校まで 2.0% 1.0% 0.0% 1.0% 0.0%

大学以外 5.1% 1.0% 2.0% 2.0% 0.0%

大学 72.4% 6.1% 7.1% 50.0% 9.2%

その他・不明 20.4% 3.1% 3.1% 10.2% 4.1%

両親大卒
子どもの進学希望

親
の
進
学
見
通
し

計 高校まで 大学以外 大学 その他・不明

計（n=1,440） 100.0% 34.0% 20.7% 32.2% 13.1%

高校まで 30.6% 16.7% 4.0% 5.3% 4.5%

大学以外 12.2% 2.4% 6.0% 2.4% 1.3%

大学 23.7% 3.5% 2.8% 15.5% 1.9%

その他・不明 33.6% 11.4% 7.9% 9.0% 5.3%

いずれも大卒以外
子どもの進学希望

親
の
進
学
見
通
し


